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研 究 内 容：I型アレルギー感
作の若年化について
受賞にあたり：
この度は第１１回徳島医学会賞に選出していただき，光
栄に存じます。近年，アレルギー患者の増加がよく指摘
されますが，私達はアレルギーに感作される時期の若年
化および一つのアレルギーが他のアレルギーの原因とな
るアレルギー連鎖について研究しました。
対象は生後３ヵ月から１８歳までの１，１５６名です。１６年
前，同愛記念病院の馬場実先生が報告されたのに比べて，
花粉や真菌への感作が３～４歳ごろであったのが乳児期
後半へとより早期になっていました。さらに，犬や猫に
対しても乳児期から高率に感作されていました。一方，
乳児期前期に高率に感作されていた卵など食物抗原，ま
た乳児期後半から幼児期前半に感作されていた家ゴミや
ダニ抗原に対する抗体出現は１６年前と今日に差がありま
せんでした。アレルギー連鎖からみると，食物への感作
がアトピー性皮膚炎と関連し，さらに吸入抗原への多感
作は喘息へと関連することが示唆されました。すなわち，
質量の大きい蛋白質である，卵への感作，室内環境整備
としてのペットの飼育，カビ・ダニ対策は次へのアレル
ギー連鎖を予防する上で重要であることを示しています。
最後になりましたが，いつも患者を御紹介いただいてい
る各先生方に感謝いたします。今後ともご指導よろしく
御願い申し上げます。
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